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【
特
集
一
】

「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
年
」
趣
旨
説
明

�

長
崎
市
長
崎
学
研
究
所

特
集
一
「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
年
」
は
、
長
崎
市
長
崎
学
研
究
所
が
平

成
三
〇
年
（
二
〇
一
八
）
一
〇
月
二
一
日
（
日
）
に
、
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館

で
開
催
し
た
「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
事
業

成
果
を
も
と
に
、
幕
末
維
新
期
に
お
い
て
長
崎
が
果
た
し
た
歴
史
上
の
役
割
を

顕
在
化
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
行
う
も
の
で
す
。

平
成
三
〇
年
は
、明
治
元
年
（
一
八
六
八
）
の
幕
末
維
新
か
ら
数
え
て
、ち
ょ

う
ど
一
五
〇
年
目
に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
市
で
は
こ
れ
を
記
念
し
て
、
九

月
か
ら
一
二
月
ま
で
の
期
間
「
な
が
さ
き
幕
末
維
新
祭
」
を
開
催
し
、
幕
末
維

新
に
関
連
す
る
文
化
観
光
施
設
で
の
展
示
、
講
演
会
、
観
光
イ
ベ
ン
ト
を
行
い

ま
し
た
。

「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
も
「
な
が
さ
き
幕

末
維
新
祭
」
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
た
も
の
で
す
。

当
該
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で
は
「
長
崎
の
幕
末
維
新
」
と
い
う
共
通
テ
ー
マ
を
設

定
し
、
そ
の
時
代
の
主
役
で
あ
っ
た
幕
府
、
薩
長
土
肥
、
長
崎
そ
れ
ぞ
れ
の
立

場
か
ら
、
幕
末
維
新
史
の
研
究
者
八
人
を
招
聘
し
て
、
基
調
講
演
、
研
究
報
告
、

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
実
施
、
数
多
く
の
市
民
の
皆
様
に
ご
出
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。

講
師
及
び
題
目
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

【
基
調
講
演
】

「
幕
末
維
新
期
の
天
皇
と
外
圧
」

　

藤
田　
　

覚　

氏
（
東
京
大
学
名
誉
教
授
）

【
研
究
報
告
及
び
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

「
明
治
新
政
府
の
長
崎
統
治
と
佐
賀
藩
」

　

吉
岡　

誠
也　

氏
（
佐
賀
大
学
地
域
学
歴
史
文
化
研
究
セ
ン
タ
ー
研
究
員
）

「
幕
末
の
長
崎
と
下
関
―
両
地
の
関
係
―
」

　

田
中　

洋
一　

氏
（
下
関
市
立
歴
史
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

「
長
崎
の
龍
馬
―
慶
応
三
年
八
・
九
月
―
」

　

宮
川　

禎
一　

氏
（
京
都
国
立
博
物
館
学
芸
部
上
席
研
究
員
）

「
安
政
の
開
港
と
オ
ラ
ン
ダ
通
詞
」

　

織
田　
　

毅　

氏
（
シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
長
）

【
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
】

　

横
山　

伊
徳　

氏
（
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
教
授
）

　

松
尾　

千
歳　

氏
（
尚
古
集
成
館
長
）

　

木
村　

直
樹　

氏
（
長
崎
大
学
多
文
化
社
会
学
部
教
授
）
※

　

※
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

な
お
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
当
日
の
午
前
中
に
は
、
パ
ネ
リ
ス
ト
の
一
人
で
も
あ

る
横
山
伊
徳
先
生
に
よ
る
、
平
成
三
〇
年
度
の
第
四
回
長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

会
議
公
開
学
習
会
「
オ
ラ
ン
ダ
貿
易
会
社
と
幕
末
維
新
」
も
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

本
特
集
は
「
長
崎
の
幕
末
維
新
一
五
〇
周
年
記
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
う
ち
、

①
藤
田
覚
先
生
に
よ
る
基
調
講
演
録
「
幕
末
維
新
期
の
天
皇
と
外
圧
」、
②
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
口
述
録
、以
上
の
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
成
果
に
よ
っ
て
、長
崎
の
幕
末
維
新
の
研
究
が
よ
り
一
層
進
展
し
、

広
く
市
民
の
皆
様
に
、
興
味
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
き
っ
か
け
づ
く
り

が
で
き
ま
し
た
ら
幸
い
で
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
本
特
集
に
対
す
る
原
稿
の
ご
提
供
な
ど
、
多
大
な



− −66

る
お
力
添
え
を
い
た
だ
い
た
八
人
の
先
生
方
に
加
え
、
一
連
の
事
業
の
企
画
段

階
で
数
多
く
の
助
言
を
た
ま
わ
り
ま
し
た
、
木
村
直
樹
先
生
を
は
じ
め
と
す
る

長
崎
学
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
理
事
の
皆
様
方
に
対
し
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て

厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ
、
趣
旨
説
明
と
い
た
し
ま
す
。

【主催者代表挨拶】
長崎市長　田上富久

【研究報告】田中洋一「幕末の長崎と下関―両地の関係―」


